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術 9例、尿管膀胱新吻合術 7例、膀胱切開術 1例、腎
瘻設置術 18例（4例は腎瘻設置術のみで治癒）、尿管
ステント設置術 4例（術後 2例抜去）、SUBシステム
設置術 6例であった。周術期において、尿管切開術と
腎瘻設置術を行った 3例において死亡があった。28
例における術前と術後 1カ月でのBUN、Creの比較
では、数値が有意に下がっていることが認められた。
また、腎瘻設置術 18例での術前と術後 5日目のBUN、
Creの比較においても有意に下がっていることが認
められた。生存期間は非デバイス症例 21例において
6日～ 2596日であった。術後の再発は同側尿管 8例、
反対側尿管 3例が認められた。術後、尿管ステント設
置術ではステント移動、抜去したステント周囲への
砂粒状結石の付着が各 1例認められた。SUBシステ
ム設置術では結石や炎症による閉塞が 2例に認められ
た。症例は現在 22例が生存しており、引き続き経過
観察中である。
【考察】
今回、31例中 18例に対して行った腎瘻設置術は急
性腎不全を一時的ではあるが回避でき、次の手術に
つなげることができる有効な方法と考えられた。デ
バイス症例は術後も良好に生存できているが、デバイ
ス自体が閉塞を起こす可能性もあり、現時点では必
ずしも完璧な尿管の代替えとはならないと思われる。
今回、十分な症例数ではないので非デバイス群とデ
バイス群の比較検討はできていないが、デバイスを使
わない手術方法でも十分な治療成績が得られること
が示唆された。猫の尿管閉塞は術後も経過観察が必
要であり、慎重に手術方法を選択する必要があると
考えられた。
